
報償費 4,145,700円（褒賞記念品費：敬老祝品 1,845,700円　賞賜金：88歳111名 1,110,000円　99歳
14名 140,000円　100歳7名 700,000円　金婚21組 210,000円　ダイヤモンド婚7組 140,000円）　需用
費 172,279円（消耗品費 169,639円　食糧費 2,640円）　役務費 402,984円　自動車借上料 16,580円

備　 考

項 2 老人福祉費 目 1 老人福祉総務費

特定財源の名称・金額

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 3 民生費

  うち繰越分↓
6,849,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 4,970,783

  うち繰越分↓
4,737,543

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

6,849,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 4,970,783
  うち繰越分↓

4,737,543

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

【例年の実施内容】
○敬老式典
　絵堂地区、西庄地区、大藤・奥村地区、三加茂平坦地区、足代地区、昼間地区、東山地区、増川地区で
それぞれ開催。三好地区4地区は同日に開催。婦人会、自治会長、地域住民の方々と共に運営。式典（各
記念品贈呈）、昼食、アトラクション等のサービスを提供。
○敬老祝金
　・対象者（88歳、99歳）に敬老会の式典にて祝金（各10,000円）贈呈。
　・100歳敬老祝金（100,000円）は、誕生日の慶祝訪問時に祝状、祝品と共に贈呈。
○金婚・ダイヤモンド婚
　広報で周知→本人が戸籍をとり申請→受付・戸籍の確認→該当者へ敬老会招待状通知→
　敬老会で贈呈　祝状と祝金（金婚10,000円、ダイヤモンド婚20,000円）を贈呈。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

　新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、令和4年度は敬老式典として記念品贈呈と表彰のみを実施。
　欠席者の対象者には祝金・祝品を郵送、金婚・ダイヤモンド婚の対象者で式典参加者のみ写真撮影を
行った。

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

○敬老会招待者：町に1年以上在住の、数え80歳以上の者
○祝金該当者：町に1年以上在住（100歳以上は10年）で、満年齢88
歳、99歳及び100歳以上に達する高齢者
○金婚・ダイヤモンド婚：町に1年以上在住で、対象となる夫婦

対 象 者 同左

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　町在住の高齢者の方々にお祝いをすることにより、数え80歳以下の人には敬老理念の向上と敬老者に
は長寿であることの喜び、楽しみを実感してもらう。

事業継続年数 事業開始年度 不明

分野別施策 ２　地域福祉の充実 所 属 長 森本 志子

主な施策 ３　福祉サービス・地域資源の充実 電話番号 82-6306

第２次
総合計画体系

政策目標 １　健やかに暮らせるまち 担当部署 福祉課

根拠法令等 東みよし町敬老祝金条例　東みよし町ダイヤモンド婚等祝金条例

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 敬老会事業 整理番号 1306-044

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


